
実施体制
(役割)

【事業名】 離島におけるEV普及×車両データ活用によるレジリエンス向上モデル構築事業

【事業代表者】 三菱自動車工業株式会社 【共同事業者】 東日本三菱自動車販売株式会社
【連携事業者】 東京電力パワーグリッド 東京総支社、東京都新島村

離島における再生可能エネルギーの活用促進とレジリエンス強化を目的とする。

目的

EVの最適な使用方法やメリットを分析・可視化し、島民への理解浸透活動を通じてEVの導入加速・エコ運転の定着化・災害時におけるEV活用の促進など、島
民の行動変容を図る。

概要

課題 理解促進 EV価値の可視化
(データ活用) 島民の行動変容 地域のレジリエンス向上

期待される効果

将来展開

離島地域におけるEVの
具体的な利用価値が
十分浸透していない。

 本当に安いの？
 充電は困らない？
 災害時に使えるの？

実体験を通じて、
EVの価値を理解

説明会

試乗会

給電実演

EVの経済性や
防災価値を説明

乗り心地や
使い勝手を体験

給電の手軽さを体
験

1.EVデータの収集・分析

2.可視化

3.島民へフィードバック

走行距離 バッテリー残量 充電実績 電費

データと実体験に基づく気づき
が日常の行動変容に繋がる

EV＝動く蓄電池

停電時に電力を供給し、
地域の暮らしを守る

CO2削減効果EVへの転換 エコ運転の定着
(共同事業者) (連携事業者) (連携事業者)

新島・式根島から始まる
”EV×車両データ活用によるレジリエンス向上モデル”

の全国展開へ 新島・式根島 新島・式根島以外の離島 その他、山間地域など

(代表事業者)

EV導入
加速

エコ運転
の定着

災害時
EV活用

避難所

自宅 公共施設

診療所

電気代の削減額
ガソリン車とのコス
ト比較
CO2削減量
利用可能な電力
量

見える化する価値
(例)

約6t/年ガソリン車のユーザー
が本事業を皮切りに

EVに乗り換え

自動車ユーザーが
本事業を皮切りに
運転行動を変容 車両データ取得・分析、

システム構築
説明会等の
イベント運営

防災・災害時対応
知見の提供

住民への周知、
実証フィールドの提供

東日本三菱
自動車販売(株)


	スライド番号 1

